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序論 

 

まず本論文で主な研究対象になる医療宣教師という特殊な集団について説明しておきた

い。本論文でいう医療宣教師とは、プロテスタント宣教団体から非キリスト教世界への医

療伝道を目的として派遣された医師――その一部は聖職者でもあった――を指す。19 世紀

に入ってから、プロテスタント教会は医療伝道の必要性を強く感じ、医療宣教師という肩

書きで医師を非キリスト教世界へ派遣した。とくに本論文は、全中国で活動していた医療

宣教師の団体である中国医療伝道協会(The China Medical Missionary Association、略称: C. M. 

M. A.) に注目し、この団体が設立された 1886 年から中華医学会と合併した 1932 年の間に

おけるプロテスタント教会の医療伝道事業の土着化過程を探る。 

本論文でいう「教会医療伝道事業の土着化」とは、ミッション系病院及び医学校におけ

る運営∙管理権が、外国人医療宣教師から中国人に移転されることを意味する。このような

土着化は、医療宣教師が中国に渡った時点からすでに始まっていたともいえよう。しかし、

医療宣教師の指揮下に置かれていた中国人医師や伝道者にミッション系の病院や医学校の

指導権を与えるべきだという主張が強まったのは、20 世紀に入ってからであり、それが広

く実現されていくのは 1920 年代以降のことである。 

医療伝道事業の土着化に関する研究は、中国におけるキリスト教の土着化問題を考察す

るためにも必要な作業であるのみならず、西洋医学が中国に輸入されて、中国人∙中国社会

にとり入れられていく過程を明らかにするための第一歩であるとも言えよう。また、この

ような土着化の背景には、医療宣教師内部における変化、キリスト教会内部の変化、中国

政治や社会の変化、医学界の変化など複雑な要因が絡んでいたため、その過程を考察する

ことは近代中国の社会や医療界を理解するためにも必要な作業である。  

本研究では、中国医療伝道協会が1887年に創刊した医学雑誌 The China Medical Missionary 

Journal を主に利用する。この雑誌は医療伝道事業の報告、中国伝統医学の紹介など豊富な

情報を含む史料であるが、従来の教会医療事業に関する先行研究ではあまり利用されてい

ない。なお、1907 年に The China Medical Journal と雑誌名が変更されたので、以下 1887 年

から 1907 年の 6 月号までは CMMJ、1907 年 7 月号から 1931 年までは CMJ と略す。そのほ

か、キリスト教関係雑誌や中国側の史料も積極的に利用した。 
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第一章 医療と伝道の間 

 

一 医療伝道とは何か 

 

医療宣教師とは、専門的医師である牧師あるいは平信徒として、宣教団体と雇用関係を

結んで非キリスト教国家に派遣される者を意味し、初歩的な治療行為を行う宣教師のこと

ではない。パーカーが最初のプロテスタント医療宣教師として中国に渡ったときには、医

療宣教師の資格や役割が広く理解されておらず、医療宣教師の必要性について疑う人も少

なくなかった。一部の保守的な人は、聖職者による布教こそ唯一の適切な伝道方式であり、

医療活動のような慈善事業は、貴重な人材や資金を分散させるに過ぎないと主張した。し

かし 19 世紀末の中頃から 20 世紀初期にイギリスやアメリカで起きた社会福音運動の影響

によって、教会の活動は個人の救済から社会の救済を強調する方向に進み、医療活動のよ

うな慈善事業が教会の重要な活動とみなされるようになった。 

医療伝道の必要性が最も明快に表現されているのは、クリスティー(Dugald Christie)の1907

年大会における報告である。彼は、「医療伝道がキリスト教会の伝道の不可欠なる永久的部

分として認められる以上、教会はかかる事業の創設のみならずその継続のためにも全力を

尽くすべきである」と、医療伝道活動に対する教会の全面的な支援を要求した。こうした

クリスティーの決議案は大会で可決され、医療伝道は福音伝道という目的が達成されれば

すぐに片付けられるような手段ではなく、布教の本質的な部分であるとみなされた。 

一方で医療宣教師の間では、医療を重視すべきか伝道を重視すべきかをめぐる様々な議

論が行われたが、結局 1907 年大会において、医療宣教師は医師であると同時に福音伝道者

としての役割も果たすことが決められたのである。 

 

二 医療や教育活動における伝道 

 

当初ミッション系病院では、患者に宗教活動への参加を強制していた。しかし 20 世紀以

降、ミッション系病院の重点は伝道活動から医療や衛生活動へと変化し、宗教活動への参

加を拒否する患者の場合には、それを強制しないように伝道活動における方針も変わって

いく。そのため、病院の職員がすべてクリスチャンであることが最も重要視された。1932

年レノックスの調査によれば、ミッション系病院で働いている中国人医師や看護師の多く
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がクリスチャンであったことがわかる。 

当初、医療宣教師が医学生を教育した目的は、ミッション系病院で働く助手の養成にあ

った。また、伝道を成功させるために、助手は真面目なクリスチャンであることが要求さ

れた。そのため、医学生がクリスチャンであることは大変重要であった。  

しかし 1920 年代からは、反キリスト教運動や教育回収運動の影響によって、ミッション

系大学における宗教教育に対する批判の声が高まった。1924 年から 1936 年にわたって、教

会関係学校におけるクリスチャン学生の比率は大きく減少する傾向がみえる。同様にミッ

ション系学校の宗教性は希薄化しつつあり、医学校も同様であったと思われる。 

 

三 理想と現実 

 

医療宣教師にとって、医療と伝道はどちらも重要であったが、医療宣教師の数が牧師や

宣教師に比べて極めて少なかったため、医療活動に追われ、実際には伝道にほとんど時間

を割けない場合が多かった。医療と伝道の両立が現実的に不可能であると考えた医療宣教

師らは、伝道事業において同僚聖職者との協力を求めることを勧めた。20 世紀に入ってか

らミッション系病院での医療と伝道は益々分離され、具体的な伝道業務はもっぱら伝道を

専門とする牧師や福音伝道者が担当し、医療宣教師は単にそれに参加するだけになってい

った。 

また、このような変化は 1920 年前後に加速されたが、その理由としては、まず教会のよ

うな専門的伝道機関が中国に次々と建設されるなかで、病院の伝道機関としての必要性は

もうなくなっているのではないかという疑問が出されたことが挙げられる。次に挙げられ

るのは、キリスト教とは関係のない病院が増加しているなかで、ミッション系病院が競争

力を備えるためには、病院の科学化∙専門化が必要であるという主張が強まったことである。  

 

四 医療宣教師から中国人へ 

 

医療宣教師が医療活動に集中していく過程のなかで、より効果的な伝道のためには、病

院での伝道活動を中国人に委任する必要があるという主張が強まった。医療宣教師がいう

中国人とは、必ずしも病院に属している者だけではなく、外部の中国教会の関係者も含ま

れた。病院での福音伝道を中国人に任せるようになった最も大きな理由は、それがより効
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果的であると判断されたためである。 

1920 年代に入ってから、ミッション系病院における伝道活動の主体は、医療宣教師から

中国人福音伝道者に移りつつあった。このような変化は、医療伝道事業の土着化、つまり

医療宣教師の仕事が中国人に移転されていく流れの一つであるといえよう。  
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第二章 中国医療伝道協会から中華医学会へ 

 

一 中国医療伝道協会の誕生 

 

1886年、プロテスタント医療宣教団体の連合組職である中国医療伝道協会が創立された。

翌年には、中国最初の医学専門雑誌である The China Medical Missionary Journal が上海で創

刊された。この雑誌はアジア各地で活動している医療宣教師の間での意見交流の場として

機能した。 

医学用語の翻訳作業など、協会の重要な業務は委員会によって行われた。1890 年には六

つの委員会が設立されたが、そのなかで実際に活動したのは医学用語委員会(Committee on 

Medical Terminology)と中薬委員会(Committee on Chinese Materia Medica)のみである。そのほ

か、1905 年には出版委員会 (Publication Committee)、1907 年には調査委員会 (Research 

Committee)、1915 年には教育委員会(Council on Medical Education)や公衆衛生委員会(Council 

on Public Health)が次々と設立され、中国の医療における様々な事業を担当した。また中国

医療伝道協会の会員は、それぞれ各地域に設けられた支会に所属した。各支会に属する会

員は、2 年ごとの中国医療伝道協会大会 (Conference of the China Medical Missionary 

Association)において一同に会した。 

会員としては正会員 (Active Members)、名誉会員 (Honorary Members)、通信会員

(Corresponding Members)があった。正会員になることができるのは、中国で医療伝道に従事

している者だけであった。宣教団体に所属しない者は名誉会員として、中国外で活動する

医療宣教師は通信会員として加入した。当初中国医療伝道協会内部においては、中国人の

参加はほとんどなかった。それは会員資格において、国籍は問われなかったものの、公認

された正規の医科大学の卒業生であることが要求されたためである。 

中国人会員が、協会の中で実質的な発言力を持つようになったのは、1920 年代以降だと

思われる。とくに 1925 年会員規約を変更し、医療宣教師ではない医師も正会員として加入

できるようにしたため、博医会内部での中国人医師の影響力は強くなっていった。 

ところで中国政府は中国医療伝道協会の活動初期には、中国医療伝道協会と直接的な関

係を持たなかった。しかし中国人西医の増加に従い、伍連徳のように中国政府の行政官で

ありながら、博医会の会員として活動する人物が現れた。このような人物を通して、博医

会は中国政府との接触を試みた。 
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二 中国医療伝道協会から博医会へ 

 

1907 年の第三次中国医療伝道協会大会では、協会の中国語名称とともに、雑誌の名称に

関する議論が進められた。編集者の一人であるジェフリーズ(W. H. Jefferys)は雑誌名から

Missionary という単語を削除し、China Medical Journal に変更することを提案した。 当時協

会の会長を務めていたクリスティーは、雑誌名を China Medical Journal に変更するという決

定を公布したが、これは宣教師による医学雑誌という性格自体の変化を意味するわけでは

ないことを強調した。一方、協会と雑誌の中国語名称に関しては多くの意見があったが、

結局「博医会」と『博医会報』という名称が採択された。 

1923 年会長であったジョンソンは、C. M. M. A から M(Missionary)をひとつ取り消すこと

によって、本協会が中国のすべての医師を代表する団体として認められるであろうと断言

した。大会ではまた、医療宣教師ではない医師にも正会員になる資格を与えるべきだとの

提案がなされ、これに即して会員規約が変更されることになった。翌年、協会名および会

員規約の変更を骨子とする会則の草案が提示され、それに基づいて 1925 年には新たな会則

が公表された。協会の名称は、博医会(The China Medical Association)に変更された。また、

協会内に医療伝道部(Medical Missionary Division)を新設し、伝道関係の事業はこの部署が担

当するようにした。 

博医会は、宗教色をなるべく出さず、純粋な医学団体としての性格を強調することによ

って、キリスト教信徒ではない医師も会員として受け入れ、協会の活動を維持∙拡大しよう

と試みたのである。 

 

三 中華医学会との協力 

 

1915 年 2 月 5 日の博医会大会に参加した中国人西医 21 人は、中国人を中心とする学会の

設立について議論し、その日の夜に会議を開き、「中華医学会(The National Medical Association 

of China)」の設立を正式に宣布した。「中華医学会宣言書」によると、学会の目的として最

初にあげられているのは、医師同士の親交を活発にすることである。また、 医徳〔医師と

しての道徳性〕や医権〔医師としての権利〕の維持、医学や衛生観念の普及、中国と西洋

医学界の連絡などが目的としてあげられた。また、1915 年には『中華医学雑誌(The National 

Medical Journal of China)』が創刊され、中国語版と英語版が同時に出版された。中華医学会
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は、中国人だけが正会員や準会員になる資格を与えられたことや、英文での名称にNational、

中文で中華という単語が入っていることから、中国人による、中国全体を代表する学会を

目指していたことがわかる。 

博医会と中華医学会は、1917 年 1 月 24 日から 31 日まで合同大会を開催した。また 1920

年 2 月 21 日から 28 日まで開催された博医会大会では、23 日から 26 日の夜に中華医学会と

の合同会議が行われた。また、両会は医学用語の翻訳作業や医療教育などさまざまな面で

協力した。1929 年の大会記録によると、両会は助産師問題共同委員会(Joint Committee on 

Midwifery)を設置し、助産師の教育問題への協力を求めた。そのほか博医会が 1915 年に設

立した医学教育委員会(Council on Medical Education)も中華医学会と協力しており、このよう

な両会の協力関係は、中国の医療教育に大きな影響を与えたと思われる。 

一方、1927 年における南京政府の樹立を画期として、中国の医学界を代表する連合協会

が必要であるという声が高まった。1931 年末、両会は The China Medical Journal と『中華医

学雑誌』の英語版との合併版を1932年1月から発行することを決めた。合併版は、The Chinese 

Medical Journal English Section と名づけられた。  

さらに 1932 年 4 月 15 日、両会の執行委員会は博医会と中華医学会の合併を正式に宣言

した。新協会は中国名を「中華医学会」、英文での名称を The Chinese Medical Association と

した。また、新協会の中には医療伝道に関する業務を担当する「教会医事委員会(Council on 

Medical Missions)」が設置された。 

博医会が中華医学会と合併した後、博医会が行っていた医学用語の翻訳及び医学教育の

主導権は、医療宣教師から中国人へと移った。一方、博医会の医療宣教師らは新しい中華

医学会に残り、中国人と協力して中国医療の発展に努める道を選んだ。 

 

四 合併の要因 

 

医療宣教師は早くから自分たちの役割を中国人が代替すべきだと考えていた。このこと

は、今までの先行研究ではあまり注目されていないが、十分な留意に値する。1920 年代以

降は、このような医療伝道事業の土着化がより加速していく。その原因としては、1922 年

以降強まったナショナリズムや反キリスト教運動、それらに触発された「本色教会」運動

の影響が挙げられる。たとえば 1927 年には激化する反キリスト教運動や北伐戦争の影響に

よって多くの外国人宣教師が任地を去ったが、その間満洲など一部の地域を除いて教会関
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係事業の責任が中国人キリスト教徒に移された事例も少なくなかった。  

一方で中国国内における政治的混乱は、欧米の支援者にも影響を与え、医療宣教師とし

て派遣を希望する者は少なくなった。また不景気による財政悪化に悩んでいた宣教団体と

しては、新たに医療宣教師を派遣するより、中国人に医療伝道を任せることが望ましかっ

た。実際のところ、中国における医療活動の担い手の中で、中国人の割合は相当大きな部

分を占めるようになっていた。 

中華医学会側の記事を分析してみると、合併の理由として医学界の統一ということが強

調されていることがわかる。伍連徳は、中華医学会の会員が衛生部の次長や部長を担当し

ているので、中華医学会が全国医学界の中心になるべきだと主張した。つまり中華医学会

の会員らは、政府の医学団体統制の動きのなかで、自分たちの権限をより拡大するため、 自

らが主導権を握るしかないと考えたのである。  

一方で李濤は、近年の中国医学界の最も大きな恥辱は、英米派と独日派などに分裂して

いることだと指摘し、中華民国が完全な独立国として学術方面でも独立するためには、英

米派や独日派ではなく、中華派を創立すべきだと主張した。しかし、1928 年から議論され

ていた中華医学会と中華民国医薬学会の合併は挫折し、両会の対立状態は 1932 年に博医会

と中華医学会が合併する時点においても続いていた。 
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第三章 医療と教育活動からみた土着化 

  

一 ミッション系病院の経済的な自立を求めて 

 

 病院や診療所の運営については、CMMJ の病院報告書(Hospital Reports)や医療伝道統計

(Medical Mission Statistics)など、さまざまな病院に関する統計資料が参照できる。病院報告

書には病院の運営実態についての情報が載せられている。医療伝道統計は、各病院(Hospital)

や診療所(Dispensary)のベッド数(病院の規模を表す)、外来患者数(Out-patients)、入院患者数

(In-patients)、手術件数、職員や医学生数、病院の収入(治療費、薬の販売額、本国からの支

援金)、支出などを調査したものである。また、各病院の責任者(医療宣教師)の名前及び所

属宣教団体のことが書かれている。 

当初、多くのミッション系病院は治療費を受け取っていなかったが、それは布教のため

には多くの中国人を病院に引き付けることが必要とされたためである。しかし一方では、

治療費を受け取ることが望ましいと考える医療宣教師も登場した。一方、裕福な人からは

治療費を受け取り、貧乏な人は無料で治療することを支持する医療宣教師は徐々に増えて

いった。一方、当初医療宣教師の活動は、すべて本国からの寄付金に依存していた。その

ため、寄付金の募集に苦労していた多くの医療宣教師にとって有料治療は、病院の運営を

続けるための唯一の選択肢であった。 

このような内外の問題によって、多くのミッション系病院が患者から治療費を受け取る

道を選んだ。もちろんキリスト教的愛を中国人に施すことがミッション系病院の理想であ

ったため、治療費を常に満額で受け取ることは難しく、貧しい人の場合には無料で治療す

るというように、患者の状況によって選択的に治療費を受け取っていた。それではミッシ

ョン系病院における経済的な自立は成功したのだろうか。1914 年、ロックフェラー財団の

中国医療調査委員会は、医師や看護師の給料を除けば、ミッション系病院の多くが宣教団

体から経済的に自立していると評価した。 

1930 年に入ってからは、ミッション病院の自立が加速される。そこには、1929 年末から

始まった世界大恐慌の影響があった。当時中国における医療や教会事業のような教会関係

事業は、外国の宣教団体からの支援に依存していたため、世界的な不景気によって宣教団

体からの支援が減少したことは、中国教会に大きな打撃を与えたのである。このような危

機を乗り越えるためには、中国人による自治及び経済的な自立が必要であると考えられた。
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朱立徳によれば、この時期教会学校や病院は、宣教師や職員の給料を下げ、学生の数を減

らす一方、中国国内で活発な募金活動を行った。ただ、政府の法案によって教会学校の校

長に中国人を任命することが義務付けられたので、学校の行政権は中国人に移譲されたも

のの、経済権まで移菅された学校はまだ少なかった。 

病院の経済的な自立という問題は、土着化と密接に関連する。多くの医療宣教師は、将

来的にはミッション系病院の運営を中国教会に委ねていくべきだと考えていた。そこで、

ミッション系病院が土着化しても、以前のようにキリスト教的な精神が守られるかどうか

は、医療宣教師や本国の宣教団体にとって大変重要な問題であった。とくに貧困者に対す

る無料診療を維持できるかどうかは、病院の伝道機関としての役割を示す基準となってい

たので、本国の宣教団体からの支援金がなくても無料診療ができるよう、財政的な自立が

必要であったのである。医療宣教師はこのような問題が解決されてから、土着化を進めよ

うとしたのである。  

 

二 医学教育をめぐる議論 

 

有名な医療宣教師カー(J. G. Kerr)は、医学生教育は医療宣教師の重要な義務の一つであり、

医学生教育によって西洋医学を普及させる一方、迷信的な伝統医学を消滅させることがで

きると主張した。カーが 1866 年博済医院のなかに設立した博済医学校は、中国最初の西洋

医学を教える正式な医学校として知られている。実際のところは医学校というより、病院

のなかにある医学課程に近いものであったが、それは当初医学生教育の目的が、医療宣教

師の管理下で働く助手を養成することにあったからである。 

医学生教育の最も重要な目的とは、中国人医師の養成によって、医療宣教師の負担を軽

減させることであった。医療宣教師は、病院の運営や患者の治療以外にも、宣教業務及び

療養所の管理、医書の翻訳など過重な業務に苦しんでいた。医療宣教師の数が少なく、一

人の医療宣教師が担当する仕事があまりにも多いことも、大きな問題であった。実際、医

療宣教師の数は1920年代になってもあまり増えなかった。医療宣教師はこのような状況を、

中国人医師の養成によって克服しようとしたのである。 

20世紀に入ってから医療宣教師は、中国における医療伝道事業を維持∙拡大するためには、

中国人医師の養成が最も重要であることを強く感じた。しかし、以前のような規模の小さ

い医学校だけでは、水準の高い医学教育を行うことができない。つまり、中国が必要とす
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る人材を確保することもできない。このような背景のなかで、いくつかの宣教団体が連合

した形の協和医科大学の設立が推進された。小さな医学校は、より大きな医科大学に統合

された。最初の協和医科大学である華北協和医科大学は、異なる教派を代表するいくつか

の伝道会の協力によって、1904 年に設立された。北京協和医科大学を始め、奉天、済南、

漢口、成都、南京(杭州と共に)、福州、広東に連合医科大学が次々と設立された。 

医科大学が次々と設立された大きな理由は、中国や外国政府関係の医学校との競争のな

かで、ミッション系医学校における医学教育の水準を高めることが必要だという認識が広

まったからである。また医科大学の設立や運営に必要な経費が非常に高かったことは、い

くつかの宣教団体の資金や人材を一つに集中した協和医科大学が増える原因の一つとなっ

た。 

当初の医学校は、医療宣教師の方針あるいは地域の事情によって使用する言語が異なり、 

中国語やその現地方言で教えるところもあれば、英語で教えるところもあった。カーによ

って設立された中国最初の正式な医学校である博済医学校は、すべての科目を中国語で教

えていた。教材としては、カーが中国語に翻訳した医学書が主に使われた。彼が中国語で

医学を教えていた主な理由は、当時英語ができる学生がほとんどいなかったためであると

考えられる。しかし、医学の場合には、最新の知識をすぐに受け入れることが大変重要で

あり、それは一部の医療宣教師が英語での医学教育を支持した理由の一つである。 

一方、英語による教育と中国語による教育の共存を支持する人も現われた。1914 年にベ

ナブル(Wade Hampton Venable)は、医学を教える際に、中国語で教えることと、英語で教え

ることは、必ずしもお互いに排他的なものではないと主張した。彼は、中国の医療問題が

西洋医学を学んだ医師の不足にあると考え、早期に多くの中国人西医を養成するためには、

英語による医学教育と、中国語による医学教育の両方が必要であると主張した。また、英

語で行われる医学教育のほうが、高い水準を持っていると考え、英語で学んだ医師が中国

語で学んだ医師を指導し、中国での医学発展を導くという計画を支持していた。 

しかし、中国語で医学を学んだ医師は、近代的医学知識を中国語で理解し活用すること

ができるが、外国語で医学を学んだ医師の医学知識∙用語∙科学的表現は、結局のところそ

の外国語に固定されてしまう。このような問題を解決するために、バルムは次のような方

法を提案した。医学生は医学校に入る前にある程度の英語を身につける、学校に入ってか

らはすべての教育は中国語で行うが、医学用語については英語と中国語の両方を教える。 

このように1914年のCMJにおいて、医学教育における言語問題が大きく議論されたのは、
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恐らく中国医療調査委員会や中国医療局が、英語での医学教育を支持したことに影響され

たと思われる。中国医療調査委員会や中国医療局が英語による医学教育を支持したことに、

多くの医療宣教師は危機感を持った。前述した医療宣教師の議論からみると、医療宣教師

のなかでも英語での教育を支持する者と、中国語での教育を支持する者が対立していたこ

とがわかる。しかし、英語で医学を教えることを主張した人のなかには、中国語版の教材

が確保できれば、中国語で教えてもよいと思う人も少なくなかった。中国医療伝道教会が

医学用語委員会や出版委員会を設置し、医学用語や医学書の翻訳に力を注いだのも、中国

語による医学教育のためであった。翻訳作業に力を注いでいた医療宣教師にとって、北京

協和医科大学がすべての科目を英語で教えるようになったことは、これまで続けられてき

た翻訳活動が途絶するのではないかという危機感をもたらしたのである。 
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第四章  医学用語翻訳活動 

 

一 医学用語委員会 

 

医学用語委員会(Committee on Medical Terminology)は、1890 年に上海で開催された第 1 次

中国医療伝道協会大会において創設された。しかし医学用語委員会の本格的な活動は 1901

年から始まった。義和団運動の余波で上海に避難してきた会員らを中心に会議を開くこと

ができたからである。第 1 次会議が終わって 3 年後の 1904 年、第 2 次及び第 3 次会議が開

かれた。会議では組織学、解剖学、生理学、病理、薬物、手術、産科、婦人科、中薬学、

細菌学関連の用語を整理した。一方、1905 年には出版委員会(Publication Committee)が設立

され、本格的に新しい用語を使った中国語翻訳書、とくに医学教材や雑誌を早期に編纂∙出

版することができるようになった。とくに 1908 年 6 月に出版された英漢医学用語辞典 An 

English-Chinese Lexicon of Medical Terms は、近代最初の医学用語専門辞典で、50 年にわたる

医療宣教師の努力と経験を集大成したものであった。 

医学用語委員会が最初に着手した作業は解剖学用語で、その中でも骨と関わる用語の翻

訳であった。ホイットニーは、現在使われている医学訳語〔骨名〕がむやみに長すぎて、

医学生が勉強するのに障害になっているので、不必要な漢字を省略するか、意味は同一の

まま、短いものにすることで、より簡明な用語を作るべきだと主張した。漢字の部首を統

一させて、覚えやすくする方法も考案された。第 1 次会議の報告には、「頭骨を除いて、す

べての骨名は必ず部首として骨偏を付け加えなければならない。手の骨は「扌」を、足の

骨は「足」を部首にしなければならない」という内容が見える。 

しかし医療宣教師が作った用語には、問題点も少なくなかった。兪鳳賓は、中国にその

物自体がないためそれを意味する中国語がなく、新しい用語でも表現できない場合には、

新漢字を作ることが必要ではあるが、やはり上策は新漢字を作らないことであり、作るに

しても少数に限定すべきであると主張した。結局のところ、骨名のうち医療宣教師が作っ

た新漢字は、中国人の賛同を得ることができなかったため、ほかの用語に変更された。 

医学用語委員会は自分たちが訳した用語を普及させるために努力したが、これは容易で

はなかった。委員会は An English-Chinese Lexicon of Medical Terms を清政府の学部に提出す

ることで政府の認定を受けようと試みたが、これを拒否された。そこで医療宣教師は、中

国政府や中国人団体との一層の協力が必要であると痛感した。中国人との協力を求めるな
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かで、1915 年に江蘇省教育会との談話会を開くことになったのは大変重要である。 

 

二 中国人との協力 

 

1915 年 2 月 12 日、博医会の出版∙用語委員会は江蘇省教育会と会談を持ち、医学用語の

翻訳においてどのように協力していくかについて議論した。続いて第 2 次談話会は 1916 年

1 月 16 日に、第 3 次談話会は 1916 年 2 月 12 日に開かれた。第 3 次談話会には博医会と江

蘇省教育会だけではなく、中華医学会、中華民国医薬学会、江蘇省医学専門学校、浙江省

医薬専門学校、福州陸軍医院、杭州医薬学会の代表者らが参加した。すなわち第 3 次談話

会からは欧米式の医学教育を受けた人々と日本式の医学教育を受けた人々、医学教育を受

けていない人々など、さまざまな背景を持った人々が参加し、ばらばらに行われていた医

学用語の制定が統一性をもつようになったのである。博医会が談話会を開いた目的も、江

蘇省教育会及び各医学団体との協力によって、より完璧な用語を決定することが可能にな

ると期待していたからである。 

医学用語審査会(Union Committee on Medical Terminology)は、1916 年の第 3 次医学用語談

話会において、博医会∙中華医学会∙中華民国医薬学会∙江蘇省教育会など四つの団体によっ

て結成された。医学用語審査会は 1916 年 8 月 7 日から 14 日まで第 1 次大会を開催した。

第 2 次大会は 1917 年 1 月 11 日から 17 日まで開かれ、第 1 次大会に参加した四つの団体以

外に、理科教授研究会も参加した。続いて同年の 8 月には第 3 次大会が開かれた。両大会

では解剖学用語組と化学用語組に分かれて解剖学用語と化学用語等について議論した。ま

た医学用語審査会は、同年の 8 月 27 日に教育部から正式に認定され、審査会で決められた

用語は政府から公式の訳語として認められることとなった。1918 年 7 月には第 4 次大会が

開かれ、解剖学用語組と化学用語組、細菌学用語組に分かれて議論が行われた。計 4 回の

大会を経て、大部分の用語が定められ、とくに解剖学用語については審査が終わった。 

第 4 次大会において医学用語審査会は「科学用語審査会」と改称し、医学用語のみなら

ず、ほかの科学分野の用語についても翻訳作業を進めることになった。科学用語審査会は、

元々医学用語審査会から出発したために、医学用語以外の科学分野の用語の場合は専門性

や代表性が弱かった。しかし、医学用語の場合は、全国規模の医学団体が参加していたの

で、科学用語審査会が担当したほかの分野と比べて、専門性が高かったと考えられる。博

医会は、審査会に参加した医学団体の中で唯一の外国人中心の団体として、医学用語を翻
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訳する際に、独自の役割を果たしていたといえよう。 

 

三 医療宣教師の用語翻訳活動に対する評価 

 

今までの先行研究では、来華宣教師が翻訳した用語が不完全であるという指摘が多かっ

た。その原因としては、①宣教師の専門知識の不足、②宣教師の中国語力や、中国人協力

者の外国語力の不足、③宣教師の間での意見対立、④和製漢語を多く採用したことなどが

挙げられる。しかし、医学用語委員会で活動していた医療宣教師は、基本的に医学を専攻

した医師であり、十分な専門知識を持っていた。2 番目の語学力の問題は確かにあるが、留

学生の帰国及び医学校卒業生の増加、中華医学会のような中国人医学団体の設立によって、

克服できるようになった。英語が流暢で、西洋医学の知識を持った中国人医師が翻訳作業

において重要な役割を担ったからである。3 番目については、医学用語委員会や審査会の設

立によって、意見を調整することができたので、宣教師の間での対立は少なかったと思わ

れる。最後に、医学用語委員会は日本で使われている用語のなかで、適当であると判断さ

れた用語のみを借用することにした。先行研究では、医療宣教師の用語より和製漢語のほ

うが広く使われていたことから、医療宣教師の用語翻訳が失敗したと指摘されているが、

それよりは、医療宣教師が和製漢語を利用しながら、より良い用語を選ぶために努力した

ことを評価すべきであろう。とくにミッション系医学校においては、医学用語委員会の用

語が広く使われた。さらに、医学用語委員会の用語の中には、現在まで広く使われている

用語も多数存在する。 
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第五章 医療宣教師と中国伝統医学―中薬研究を中心に 

 

一 医療宣教師の中薬研究 

 

中国の植物に関する調査の中で、最も大きな部分を占めていたのは薬草であった。18 世

紀後半からはプロテスタント宣教師によって中薬学研究が行われた。最も注目すべき作業

としては、漢口で活動した医療宣教師スミス(Frederick Porter Smith)のContributions towards the 

Materia Medica & Natural History of China: For the Use of Medical Missionaries & Native 

Medical Students が挙げられる。本書は、中薬学と博物学に関する調査内容を叙述した上、

有益な中薬をまとめており、医療宣教師が最も参考にしたものである。内容の大半は『本

草綱目』からの翻訳である。 

CMMJ にも、中薬に関する記事が多く載せられている。1887 年の創刊号から 1889 年まで

は、カー、ニール(J. B. Neal)、ダウスウェイト(A. W. Douthwaite)が中薬関連の記事を寄稿し

た。カーは、協会が中薬に関する研究に注意を払うべきだと考えていた。調査の結果は、

医療宣教師が中薬に関する情報を共有できるよう、雑誌に寄稿することが望まれた。1888

年にニールは、中国の鉱物性薬材を紹介する文章を掲載した。同年にダウスウェイトは、

14 年間の経験に基づき、医療宣教師が使える中薬について紹介した。  

中国医療伝道協会の医療宣教師は、中薬の体系的な調査∙研究が必要であると感じ、1890

年の中国医療伝道協会大会において中薬学委員会(Committee on Chinese Materia Medica)の創

立を決定した。中薬学委員会も医学用語委員会と同じように、報告書を提出した。1891 年

に発表されたニールの「済南府(Chinanfu)の鉱物性薬材」は、中薬学委員会の最初の報告書

である。この報告書は、ニール自身が現地の薬舗で約 60 種の薬材を購入して実験を行った

結果である。1907 年の報告でウィルソン(William Wilson)は、中国の材料や器具を利用して

医療用アルコールや亜硝酸エチルなどを製造する方法はもちろん、中国現地で購入できる

有用な薬材について紹介している。 

この時代の最も重要な成果としては、スミスの本をスチュアート(G. A. Stuart)が修正∙補充

し、1911 年に出版した Chinese Materia Medica: Vegetable Kingdom〔中国薬物学――植物界〕

があげられる。スチュアートは、1900 年から 1911 年まで 11 年間かけてこの本を完成させ

たが、不幸なことにスチュアートの死により、動物性薬材や鉱物性薬材に関する部分は未

完に終わった。 
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中薬学委員会の解散に関する記録は見つからないが、1908 年のウィルソンの記事を最後

に委員会関連の記事が見つからないので、1908 年以降に解散したと推測できる。CMJ の中

薬に関する記事は、1909 年から 1919 年まではほとんど見られないが、1920 年から再び増

える傾向をみせる。つまり 1911 年にスチュアートの『中国薬物学――植物界』の出版を期

に中薬研究は一段落し、その後 1920 年代前後から再び関連の研究が行われたといえよう。 

1920 年代前後からの中薬研究を主導したのは、北京協和医科大学薬理室の研究者たち、

リード(Bernard Emms Read)やシュミット(Carl Frederic Schmidt) 、陳克恢(K. K. Chen) などで

ある。1923 年からは、博医会の研究委員会(Research Committee)の下に「中薬の調査および

薬理学分科委員会(Sub-committee on Pharmacology and the Investigation of Chinese Drugs)」が設

立され、中薬研究が再開された。研究委員会は、中国人の治療法を分析するために、すべ

ての医師がそれに関する情報を集め、リードのような化学者に提供すべきだと主張した。 

 

二 中薬研究の目的  

 

当初医療宣教師が中薬について研究した主な理由は、中国での医療活動において必要な

治療薬が不足していたからである。ダウスウェイトは、中薬には不純な成分あるいは不確

実な成分が入っていることが多いが、そのなかで精製できるものもあり、必要な設備もほ

とんど揃っているので、中国で必要な西薬を作ることができると主張した。1908 年にウィ

ルソンは、中薬の多くは西洋の薬典に属するもので、西洋の薬材と同様に品質がよいので、

現地の薬材を利用するのは便利で経済的にも有利であると述べている。 

最後に、輸入薬の値段が高いことも、中薬を研究する原因の一つであった。つまり、比

較的安い中国の薬材を利用して薬を製造∙販売することは、医療宣教師に付随的な利益をも

たらしたのである。 

このように、当初医療宣教師が中薬研究の必要性を感じた背景としては、西薬を扱う外

国商社や薬舗が大都市に集中しており、内陸の小都市では西薬を入手することが難しかっ

た点、西洋から輸入された一部の薬の品質が低く、十分な効果を期待しにくかった点、中

薬を利用して安く薬を製造できた点が挙げられる。つまり、初期の医療宣教師の中薬研究

は、中薬への理解を深めるためではなく、単に医療活動において必要な治療薬――西薬―

―を確保するために、中薬のなかで西洋の薬材と同様のものを発見することに主な関心が

あった。 
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しかし、1920 年代前後からは、 西薬を作るために中薬を調査するにとどまらず、中薬そ

のものに注目して、科学的方法によって中薬の価値を明らかにしようとする気運が現れた。

たとえば、1916 年に CMJ の編集者は、中薬のなかには疾病の治療に驚くほど効果的なもの

があることが明らかになっていると述べ、中薬に対する偏見のない調査、科学的な方法に

よる検証が必要であると主張した。1920 年代の中薬研究を主導したリードは、「我々は近代

科学によって調査されていない中薬の未知の潜在力に注目すべきである」と主張した。 

 

三 医療宣教師の中国伝統医学に対する認識 

 

先行研究は、医療宣教師の中国伝統医学に対する認識が排斥から「同情的理解」に変化

したと述べている。しかし、中国医学への同情的〔共感的〕理解とは、西洋科学やキリス

ト教の優越性を認めた上での、また中国医学が西洋医学に代替されることを前提とした上

での理解にすぎなかった。医療宣教師が、中国の古代医学が如何に素晴らしかったかを強

調していることも、中国医学は歴史上の価値しか持っていないと考えていたからではない

だろうか。 

また、医療宣教師が残した文章からみると、伝統医学を批判する者と、伝統医学に興味

を示す者は、どの時期にも存在しており、中薬のように利用できる部分については肯定的

に評価し、科学的に究明できない理論的な部分――陰陽五行説など――については単に患

者との交流のために理解するくらいに留めようとする認識も、基本的にあまり変わらなか

ったとも言えよう。 

もちろん時間が経つにつれ、中国医学を理解する必要性が高まっており、なかでは鍼治

療のように、医療宣教師の認識が否定的なものから肯定的なものに変化した分野もあった

のは確かである。このような変化は医療宣教師の役割の変化とも関連する。当初、医療宣

教師は、医療伝道の正当性を立証するために、中国医学の非科学的な面を強調していたが、

医療宣教師の専業化とともに、中国医学を理解する必要が高まった。それは、当時の中国

人が中国医学を深く信じていたからである。 

一方で医療宣教師は、基本的に西洋医学の優越性を強く信じ、中国に必要なのは科学的

な西洋医学に違いないと考えていた。中国人西医も基本的に西洋医学を信奉し、中薬など

の一部を除いて、中国医学は歴史上の価値しか持っていないと考えていた。王吉民はその

代表である。彼は、過去の中国では診脈が大変効果的であったと、初期の医療宣教師の診
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脈に対する批判に反駁しながらも、より正確で信頼できる西洋医学の診断法が広がってい

る現在の状況からみると、診断法としての診脈の実用的価値は低くなり、結局のところ診

脈は医学史のなかでの興味深い事実か、昔の中国が医学に寄与した部分として扱われるこ

とになるに違いないと述べている。彼の記事は、その内容の深さというより、多くの外国

人医師が購読している雑誌に英語で書かれたという点で意味があると言えよう。  
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結論 

 

本論文は近代中国の社会や医療に大きな影響を与えたプロテスタント医療宣教師の団体

である中国医療伝道協会を取り上げ、その活動を明らかにするとともに、医療伝道の土着

化について論じたものである。 

まず第一章では、医師と宣教師という二つの顔を持った医療宣教師のアイデンティティ

問題について考察し、医療宣教師の活動の重点が、時代とともに福音伝道から医療活動及

び医学教育に移っていったこと、そのような変化がとくに 1920 年代から加速したことを明

らかにした。第二章では、1907 年から 1932 年までの博医会の変化及び中華医学会との合併

に至る過程を考察した。博医会と中華医学会の合併は、医療伝道事業の土着化過程が最も

よく表れた出来事ともいえよう。第三章では、医療宣教師が実際に活動していた場である

ミッション系病院や医学校における土着化について、病院の経済的自立や医学校における

教授言語をめぐる議論を中心に分析した。第四章では、中国医療伝道協会が 1890 年に設立

した医学用語委員会の活動を中心に、医療宣教師が医学用語の翻訳や統一に尽力し、統一

された用語に基づいて医学書を編纂するなど、中国での西洋医学教育の体系化に努めてい

たことを明らかにした。第五章では、医療宣教師の中国医学、特に中薬に対する研究や認

識について考察することで、西洋医学の土着化過程における西洋医学と中国医学の相互作

用の一面を示そうと試みた。  

最後に、中国医療伝道協会が中国における西洋医学の発展に与えた影響について簡単に

述べたい。中国医療伝道協会の設立前、医療宣教師の活動は各教派•宣教団体の方針によっ

て、また医療宣教師が活動している地域の状況や医療宣教師自身の個性によって異なって

いた。そこで、中国医療伝道協会は教派を超えた協力を目指し、医療宣教師の間における

情報交換の場として機能した。本論文は、中国医療伝道協会が成立した 1886 年から中華医

学会に合併される 1932 年までの期間を主な考察対象とした。しかし、博医会と中華医学会

の合併によって、中国における医療宣教師の役割が完全に終わったわけではない。この時

点で教会医療伝道事業の土着化は、まだ進行の過程にあった。それは医療宣教師が目指し

ていた土着化が、あくまでもキリスト教の慈善事業としての性格が守られた形での土着化

であったことと関連する。つまり、中国教会やクリスチャン中国人医師がミッション系病

院を直接管理、運営できるまでは、外国人医療宣教師が必要である、と彼らは考えていた。

このような状況は、その後も長い間続いていたと考えられる。 
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笠原陽子「フィリピン∙レポートと中国の禁煙運動」(『人間文化論叢』9、2006年)。 

蒲豊彦「宣教師、中国人信者と清末華南郷村社会」(『東洋史研究』62(3)、2003年)。 

-------「キリスト教と近代中国社会――魂の救済から社会の救済へ」(ひろたまさき∙横田

冬彦編『異文化交流史の再検討――日本近代の「経験」とその周辺』平凡社、2011年)。 

-------「中国の地域研究とキリスト教」(『歴史評論』765、2014年)。 

倉田明子∙魏郁欣「中国キリスト教史基礎文献∙所蔵機関案内」(『歴史評論』765、2014
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徐亦猛「中国におけるキリスト教本色化運動――誠静怡についての考察」(『アジア∙キリ

スト教∙多元性』6、2008年)。 

-------「中国におけるキリスト教本色化運動――西洋宣教師の動向についての考察」(『ア
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沈国威『近代日中語彙交流史――新漢語の生成と受容』(笠間書院、2008年)。 

シービンガー,ロンダ(小川眞里子∙弓削尚子訳)『植物と帝国――抹殺された中絶薬とジ
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永田小絵「中国清朝における翻訳者および翻訳対象の変遷」(『通訳研究』6、2006年)。 
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-------「中国キリスト教初期医療伝道史研究――ホブソン著中国語医学書の一考察」(『立
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-------『中国プロテスタント伝道史研究』(汲古書院、1997年)。 
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-------「中国プロテスタント伝道研究の視角」(『キリスト教史学』61、2007年)。 
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陳建明「近代基督教在華医療事業」(『宗教学研究』2、2000年)。 

陳勝昆『医学·心理·民俗』(天津百花出版社、2004年)。 

陳維益編『英漢医学辞典』(上海科学技術出版社、1984年)。 
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陳支平·李少明『基督教与福建民間社会』(廈門大学出版社、1992年)。 

崔軍鋒「中国博医会与中国地方疾病研究(1886-1911)――以『中国疾病』一書為中心的考察」

(『自然弁証法通訊』5、2010年)。 

丁韙良(沈弘訳)『花甲憶記――一位美国伝教士眼中的晩清帝国』(広西師大学出版社、2004
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高晞「徳貞的西医学訳著」(『中華医史雑誌』4、1995年)。 

-------「伝教和行医――不同道不相為謀」(『自然弁証法通訊』4、1996年)。 

-------「“解剖学”中文訳名的由来与確定――以徳貞『全体通考』為中心」(『歴史教学』
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-------『徳貞伝――一個英国伝教士与晩清医学近代化』(復旦大学出版社、2009年)。 

顧剣徴「昔日寧波教会医院｣(『浙江档案』3、2009年)。 

顧衛民『基督教与近代中国社会』(上海人民出版社、1996年)。 

顧衛星「晩清伝教師関于教会学校英語教学的論争」(『解放軍外国語学院学報』25(1)、2002)。 

顧長声『宣教師与近代中国』(上海人民出版社、1981年)。 

郝先中「晩清中国対西洋医学的社会認同」(『学術月刊』5、2005年)。 

-------「西医東漸与中国近代医療衛生事業的肇始」(『華東師範大学学報(哲学社会科学版)』

1、2005年)。  

何小蓮「略論晩清西医的文化穿透力」(『社会科学』3、2003年)。 

-------「来華新教伝教士的早期医学活動」(『档案与史学』1、2003年)。 

-------「晩清新教“医学伝教”的空間透析」(『中国歴史地理論叢』2、2003年)。 

-------『西医東漸与文化調適』(上海古籍出版社、2006年)。 

-------「伝教士与中国近代公共衛生」(『大連大学学報』5、2006年)。 

-------「藉医伝教与文化適応――兼論医学伝教士之文化地位」(『西北大学学報(哲学社会
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科学版) 』38(5)、2008年)。 

-------「略論近代上海西医的社会地位」(『社会科学』8、2009年)。 

胡成「何以心繫中国――基督教医療伝教士与地方社会(1835—1911) 」(『近代史研究』4、

2010年)。 

-------『医療、衛生与世界之中国(1820-1937)』(科学出版社、2013年)。 

胡成•韓戌「基督教医療伝教士為甚麼心繫中国」(『看歴史』1、2011年)。 

黄克武「申報医薬広告看民初上海的医療文化与社会生活」(『中央研究院近代史研究所集

刊』17、1988年)。 

康志杰·孫素雯「生命的見証：近代基督教医療事工平議――以武漢地区教会医院為背景」

(劉天路編『身体‧霊魂‧自然――中国基督教与医療、社会事業研究』(上海人民出版社、

2010年)。 

雷祥麟「負責任的医生与有信仰的病人――中西医論争与医病関系在民国時期的転変」(『新

史学』14(1)、1995年)。 

李伝斌「基督教在華早期医療事業論略」(『晋陽学刊』1、2000年)。 

-------「基督教在華医療事業与近代中国社会(1835—1937) 」(蘇州大学博士論文、2001年)。 

-------「李鴻章与近代西医」(『安徽史学』3、2001年)。 

-------「中華博医会初期的教会医療事業」(『南都学壇』23(1)、2003年)。 

-------「教会医療事業在近代中国産生発展的原因探析」(『泰山学院学報』26(2)、2004年)。 

-------「医学伝教士与近代中国西医翻訳名詞的確定和統一」(『中国文化研究』4、2005年)。 

-------「近代来華新教医学伝教士的西医訳」(『中華文化論壇』1、2005年)。 

-------「教会医院与近代中国的慈善救済事業」(『中国社会経済史研究』4、2006年)。 

-------「北洋政府対待教会医療事業的態度和政策」(『山東大学学報(哲学社会科学版)』5、

2009年)。  

-------『条約特権制度下的医療事業――基督教在華医療事業研究(1835—1937) 』(湖南人民

出版社、2010年)。 

李国強『孫中山与香港』(香港各界文化促進会、2011年)。 

李吉奎『孫中山的生平及其事業』(中山大学出版社、2001年)。 

李建民『生命与医療』(中国大百科全書出版社、2005年)。 

-------『従医療看中国史』(聯経出版事業、2008年)。 

李克訪「銅山農村経済調査」(李文海主編『民国時期社会調査叢編』郷村社会巻上、福建
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教育出版社、2004年)。 

李尚仁「展示∙説服与謡言――19世紀伝道医療在中国」(林富士主編『宗教与医療』聯経、

2011年)。 

李少明「建国前福建基督教的社会活動」(『南平師専学報』3、1999年)。 

-------「近代福建基督教的両大重要地位」(『世界宗教研究』4、2003年)。 

李曉涛「来自異域的不同声音——早期在華伝教士対中医之評介」(『南京中医薬大学学報(社

会科学版)』2、2010年)。 

李永安「従西医中訳看中医名詞英訳標準化」(『中国科技翻訳』2、2002年)。 

梁其姿「麻風隔離与近代中国」(『歴史研究』5、2003年)。 

-------『面対疾病――伝統中国社会的医療観念与組織』(中国人民大学出版社、2012年)。 

林治平編『基督教与中国本色化――国際学術研討会論文集』(宇宙光出版社、1990年)。 

劉遠明「中華医学会与民国時期的医療衛生体制化」(『貴州社会科学』6、2007年)。 

-------「中華医学会与博医会的合作及合併」(『自然弁証法研究』2、2012年)。 

劉沢生「早期医史学者――尹端模」(『中華医史雑誌』3、1998年)。 

劉笑春「湘雅医学院簡史』(『中国科技史料』6(1)、1985年)。 

梅曉娟·周曉光「晩清在華伝教士与英漢科技詞典編纂」(『辞書研究』4、2007年)。 

聶資魯「百余年来美国的基督教在華伝教史研究」(『近代史研究』3、2000年)。 

馬伯英∙高晞∙洪中立『中外医学文化交流史――中外医学跨文化伝通』文匯出版社、1993

年(정우열訳『中外医学文化交流史』전파과학사、1997年)。 

潘吉星『中外科学之交流』(中文大学出版社、1993年)。 

潘栄華「尹端模――近代自弁医報的開創者』(『医学与社会』24(4)、2011年)。 

皮春花「教会医学与近代福建社会」(福建師範大学修士論文、2007年)。 

皮国立「民国時期中西医詮釈疾病的界線与脈絡――以「傷寒」為例的討論」(『科技医療

与社会』11、2010年)。 

馮秋季「“療霊”与“療身”――近代加拿大伝教士在衛輝的借医伝教」(『史学月刊』4、

2010年)。 

秦国攀「中華医学会研究(1915-1937)」(河北大学修士論文、2010年)。   

上海市医学会『上海市医学会90周年記念冊』2007年。 

史静寰「近代西方伝教士在華教育活動的専業化｣(『歴史研究』6、1989年)。 

史如松∙張大慶「従医療到研究――伝教士医生的再転向――以博医会研究委員会為中心」
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(『自然科学史研究』4、2010年)。 

孫希磊「基督教与中国近代医学教育」(『首都師範大学学報(社会科学版)』2、2008年)。 

譚樹林『美国伝教士伯駕在華活動研究(1834-1857)』(群言出版社、2010年)。 

陶飛亜『辺緑的歴史――基督教与近代中国』(上海古籍出版社、2005年)。 

陶飛亜∙楊衛華『研究生∙学術入門手冊――基督教与中国社会研究入門』(復旦大学出版社、

2009年)。 

陶飛亜∙姚海鈞「在華伝教運動的内部検討――以『教務雑誌』(The Chinese Recorder, 

1967-1941)的医薬伝教士文章為拠」(劉天路編『身体‧霊魂‧自然――中国基督教与医療、

社会事業研究』上海人民出版社、2010年)。 

陶飛亜「伝教士中医観的変遷」(『歴史研究』5、2010年)。 

田涛「清末民初在華基督教医療衛生事業及其専業化」(『近代史研究』5、1995年)。 

王爾敏『近代上海科技先駆之仁済医院与格致書院』(宇宙光、2006年)。 

王国平「従蘇州博習医院看教会医院的社会作用与影響」(『史林』3、2004年)。 

王立新『美国伝教士与晩清中国現代化』(天津人民出版社、1997年)。 

王樹槐「清末翻訳名詞的統一問題」(『中央研究院近代史研究所集刊』1、1969年)。 

王治心『中国基督教史綱』(青年協会書局、1940年)。 

温昌斌「中国近代的科学名詞審査活動――1928-1949」(『自然弁証法通訊』28(2)、2006

年)。 

-------「科学名詞審査会」(『科技術語研究』3、2006年)。 

-------「近代中国関于科技訳名統一実践工作要点的認識」(『中国科技術語』4、2009年)。 

-------『民国科技訳名統一工作実践与理論』(商務印書館、2011年)。 

呉義雄「医務伝道方法与“中国医務伝道会”的早期活動」(『中山大学学報論叢』3、2000

年)。 

-------『在宗教与世俗之間――基督教新教伝教士在華南沿海的早期的活動研究』(広東教育

出版社、2000年)。 

-------「晩清時期西方人体生理知識在華伝播与本土化」(劉天路編『身体‧霊魂‧自然――中

国基督教与医療、社会事業研究』(上海人民出版社、2010年)。 

謝蜀生「中華医学会早期著名活動家――兪鳳賓博士」(『医学与哲学』6、1995年)。 

熊月之『西学東漸与晩清社会』(上海人民出版社、1994年)。 

-------『晩清新学書目提要』(上海書店出版社、2007年)。 
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論文の内容の要旨 

 

論文題目      近代中国におけるプロテスタント医療宣教の展開 

           ――中国医療伝道協会を中心に(1886-1932) 

氏名         曺 貞恩 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本論文は近代中国の社会や医療に大きな影響を与えたプロテスタント医療宣教師の団体であ

る中国医療伝道協会(The China Medical Missionary Association)を取り上げ、その活動を明らかに

するとともに、医療伝道事業の土着化について論じたものである。本論文でいう医療伝道事業の

土着化とは、ミッション系病院及び医学校における運営∙管理権が、外国人医療宣教師から中国

人に移っていくことを意味している。医療伝道事業の土着化に関する研究は、中国におけるキリ

スト教の土着化問題を考察するために不可欠であるのみならず、近代中国の社会や医療界を理

解するためにも必要な作業である。  

まず第一章では、医師と宣教師という二つの顔を持った医療宣教師のアイデンティティ問題に

ついて考察し、医療宣教師の活動の重点が、時代とともに福音伝道から医療活動及び医学教育に

移っていったこと、そのような変化がとくに 1920 年代から加速したことを明らかにした。医療

と伝道の分離が 1920 年代に入ってから急速に進んでいった理由としては、①教会や学校のよう

な伝道機関が普及してきたことによって、病院の伝道機関としての役割が小さくなったこと、②

キリスト教とは関係のない病院が増えており、もしミッション系病院が専門化しなければ、淘

汰されるという危機感が生じたことが挙げられる。 
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医療宣教師が医療活動に精力と関心を集中していく過程は、病院や医学校における伝道活動

の大きな部分が中国人の影響下に置かれるようになったこととも密接に関連する。この現象は、

中国における医療伝道事業の土着化の一つの表れとして理解できる。またこのような医療宣教

師の性格の変化は、中国医療伝道協会にも大きな影響を与えたのである。 

第二章では、1907 年から 1932 年までの中国医療伝道協会の変化及び中華医学会との合併に至

る過程を考察した。1907 年に中国医療伝道協会は、雑誌名から Missionaryという一語を削除す

るとともに、協会名として「博医会」、機関誌名として『博医会報』という中国語名称をつ

けた。そのため本論文では、1886 年から 1906 年までは中国医療伝道協会、1907 年からは博

医会と表記する。また 1925 年には、英文の協会名や会則を変更し、宗教色の強い医療宣教

師の団体から、医療活動中心の医学団体に生まれ変わろうとした。このような変化は、第一

章で述べた医療宣教師が医療に専念するようになっていく傾向とも関連する。また、反キリスト

教運動や民族主義の影響によって、中国人西医(西洋医学を修めた中国人の医師)がミッション系

団体への加入を忌避していたため、協会名や会則を変更することで、より多くの中国人医師を会

員として受け入れようとしたのである。 

1932 年、博医会は中華医学会に合併された。合併の原因としては、教会を中国人主導にしよ

うとする運動の拡大や国民政府の教会病院や医学校に対する統制とともに、ミッション系病院

や医学校において中国人の影響力が強くなったことが挙げられる。中華医学会の立場からみる

と、国民政府との協力を図る中で、影響力を強めつつあった中華医学会を中心に、医学界を統

合しようという目的があった。このような博医会と中華医学会の合併は、医療伝道事業の土着化

過程が最もよく表れた出来事ともいえよう。 

第三章では、医療宣教師が実際に活動していた場であるミッション系病院や医学校における土

着化について、病院の経済的自立や医学校における教授言語をめぐる議論を中心に分析した。ま

ず、ミッション系病院や医学校における運営費をなるべく外国からの資金に依存せず、中国現地

での支援や治療費によって確保するという経済的な自立は、医療伝道事業の土着化にも直接かか

わる問題であった。しかし実際のところ、1930 年代にも外国から何らかの支援を受けている病

院が多く、経済的な自立は達成されていなかった。もちろん病院の収入からみると、外国からの

資金がほとんどであった当初とは異なって、現地からの支援や治療費が占める割合が大きくなっ

ていたことは事実である。 

また、土着化を進めるためには、経済的な自立と同様に中国人医師の養成も重要であり、その

ため医療宣教師は医学生教育に力を注いでいた。医学校の運営において最も議論になったのは、
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医学を英語で教えるか中国語で教えるかの問題であった。医学教育を土着化させるためには、

中国語による教育が必要であることは明白だが、一方で英語による医学教育のほうが高い水準の

医師を養成できるという意見も根強かった。1930 年代になると、ミッション系医学校の多くは

中国語と英語を併用するという方法を選んだが、それはある意味で現実と妥協したとも、ミッシ

ョン系医学校としての特徴を生かしていたともいえよう。 

第四章では、中国医療伝道協会が 1890 年に設立した医学用語委員会の活動を中心に、医療宣

教師が医学用語の翻訳や統一に尽力し、統一された用語に基づいて医学書を編纂するなど、中

国での西洋医学教育の体系化に努めていたことを明らかにした。その過程において、注目すべき

点は、彼らが中国人との協力を最も重視していたことである。それは、医療宣教師自身が、中国

人との協力なしに医学用語を普及させることは無理であると認識していたからであるといえる。

1915 年の中華医学会や中華民国医薬学会の設立、さらに医学用語審査会の組織をきっかけとし

て、医療宣教師の役割は欧米や日本への留学経験を持つ中国人に代替された。一方、博医会は審

査会の中で唯一の外国人中心の団体として、外国語を中国語に訳す際に重要な役割を果たして

いたと考えられる。 

医療宣教師の用語は、完璧なものではなく、その中には中国人から批判されたものも少なく

ないが、西洋医学用語を訳せる中国人の人材が存在しなかった状況下で、彼らが医学用語を造り

出すために努力していたことは、正当に評価すべきであろう。 

第五章では、医療宣教師の中国医学、特に中薬に対する研究や認識について考察することで、

西洋医学の土着化過程における西洋医学と中国医学の相互作用の一面を示そうと試みた。初期の

医療宣教師の中薬に対する研究は、薬の不足という現実的な問題を解決するための手段として、

必要に応じて行われた。中国医療伝道協会が中薬委員会を設立して、実際に使える中薬を調査す

ることに力を入れていたのも、そのためである。しかし、1920 年代前後からは、学術的な目的

から中薬に対する体系的な研究が始まった。学問的な研究が進むなかで、中薬に関する認識も変

化していった。たとえば、薬理学の発展によって貴重なホルモンが発見されたことによって、以

前は嫌悪感を引き起こすとして批判された中国の動物性薬物に対する認識も、そのなかから治療

効果のあるものを発見できるかもしれないという肯定的な見方へと変化した。 

そして、先行研究では、医療宣教師の中国医学に対する認識が時代によって変化したと指摘さ

れているが、実際の医療活動に役に立つものは高く評価し、西洋医学の見方からは理解できない

理論については否定するような態度は、基本的にはあまり変わらなかった。もちろん時代が経つ

につれ、中国医学を理解する必要性は高まった。医療宣教師は医療活動に集中していくなかで、
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中国人患者と交流するためには、中国人が最も信頼していた中国医学の理論や用語を自ら理解す

る必要があることに気が付いたのである。また、中国医学のなかに効果の大きい治療法もあるこ

とは、医療宣教師も否定できなかった。しかし彼らは、基本的には西洋医学の優越性を固く信じ、

中国に必要なのは科学的な西洋医学に違いないと考えていた。  

本論文は、中国医療伝道協会が成立した 1886 年から中華医学会に合併される 1932 年までの期

間を主な考察対象とし、中国医療伝道協会が中国の社会や医療に大きな影響を与えていたことや、

中国における医療伝道事業の責任が、西洋人医療宣教師から中国人クリスチャン医師や牧師に

移っていったことを明らかにした。しかし、博医会と中華医学会の合併によって、中国におけ

る医療宣教師の役割が完全に終わったわけではない。この時点で教会医療伝道事業の土着化は、

まだ進行の過程にあった。それは医療宣教師が目指していた土着化が、あくまでもキリスト教の

慈善事業としての性格が守られた形での土着化であったことと関連する。つまり、中国教会や中

国人クリスチャン医師がミッション系病院を直接管理、運営できるまでは、外国人医療宣教師が

必要である、と彼らは考えていた。キリスト教とは関係ない中国人西医の増加、反キリスト教運

動やナショナリズムの影響のなかで、医療伝道事業の土着化は医療宣教師の予想より速く進ん

だが、医療伝道事業への医療宣教師の働きかけは、その後も続いた。一例として、博医会と中華

医学会の合併後、新しい中華医学会のなかには、キリスト教会の医療伝道事業を担当するための

教会医事委員会が設置されたが、1950 年まで、この委員会のなかで主導的な役割を果たしてい

たのは、中国人ではなく、外国人医療宣教師であった。 

本論文で述べた教会医療伝道事業の土着化過程からみると、中国人クリスチャンが医療伝道の

必要性を十分に認識していたこと、医療宣教師の活動が中国人クリスチャン医師によって継承さ

れたことは明白である。つまり、医療伝道の効果という問題においては、単に改宗者の数から判

断するのではなく、中国人クリスチャンや中国教会の観点から見直す作業が必要ではないかと考

えられる。 
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